




















The Eugenic Sterilization （forced sterilization） and 
Reproductive Health and Rights:












に、生殖を不能にする」（第 2 条 1 ）ことを規定した。それが優
生手術である。
　優生手術は次の 3 つの条項で行われた。
第 3 条： 本人と配偶者の同意があるときの、医師の認定による優
生手術。 5 つの理由があり 1 、 2 が遺伝性の身体・精神
疾患、 3 がハンセン病、 4 、 5 は分娩が母体の生命危機
や健康低下を及ぼす場合。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































（注 1 ） 大橋由香子「人口政策の連続と非連続―リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツの不在」西山千恵子・柘植あづみ編著『文科省／高校「妊
活」教材の嘘』論創社、2017　所収
（注 2 ） 松原洋子「解説」『優生保護法関係資料集成　第 1 巻』六花出版、
2019








言も含めて紹介している。 5 章の佐藤路子さん、 6 章の北三郎さ
んも、発表文書、集会や裁判などでの発言をもとにしている。




（注 5 ） 大橋由香子「リプロVS人口政策・家父長制」『福音と世界』2020年
3 月号　新教出版社
（注 6 ） 「女（わたし）のからだから」172号　1999年　女（わたし）のか
らだから82優生保護法改悪阻止連絡会　発行　および「優生手術
に対する謝罪を求める会」記録メモより




（注 8 ） 日本女性差別撤廃条約NGOネットワーク『国連と日本の女性たち』
2016





















（注14） NHKラジオ第 2 　2020年 9 月27日放送「あの頃の私を救うために
―武藤千重子さん」
